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 １１月、早いもので冬の準備が急がれる頃となりました。 

 岸田政権は物価高騰対策として、所得税減税等を打ち出していますが、内

閣支持率は過去最低と報道されています。国民の多くは「政権維持のため」

「減税の後には、大軍拡のための大増税がある。」と見透かしています。日本

共産党は以前から、消費税を減税すれば、物価が下がり、家計も中小企業も

助かり、景気対策になると主張しています。政府は財源がないとして、社会

保障費を削り、教育予算を渋ってきましたが、軍事費には湯水のようにつぎ

込む姿勢です。岸田政権の２年間の軍事費拡大は２．５兆円。このお金があ

れば、大学学費を半額に、入学金をなくす、小中学校の給食費無償化、子ど

も医療費無料などをすることができます。抜本的な転換が必要ではないでし

ょうか。 

 上田市においては来年度の予算編成方針が示され、編成作業が始まってい

ます。日本共産党上田市議団では、毎年１１月に来年度の「市政と予算に関

する要望書」を市長に提出し、懇談しています。今年も１１/２９に行う予定

で準備を進めています。また「上小・東御生活と健康を守る会」では、今年

度から「事前に回答をもらって、市と懇談したい。」との申し入れを行い、す

でに要望書は提出済みです。 

１０月は視察研修等多い月でした。（裏面にまとめました）１２月上田市議

会は 11/27 開会予定です。（11/１） 

 

 

 

９月市議会決算特別委員会市民建設分科会の審査から 

〇真田有線放送電話撤去関連事業 

・今年度の撤去作業経費見込みは１億７３３万円余。経費 

精算後の残高は３億円程度の見込み⇒地域振興事業基 

金(持ち寄り基金)に積み立て予定 

・今後の情報伝達手段は、多様化、多重化を図っていく。 

 自動受信できるタブレット端末(アプリケーションの導入)等

検討していく。 

〇上田市地域振興事業基金について 

・平成１８年３月合併時に創設 

  新市造成分 【合併特例債を活用】 ３６億５,４００万円 

  各市町村からの持寄り基金      １３億３,０００万円 

・令和５年３月末時点の残高 

  新市造成分              ３1億４,１１９万円余 

  各市町村からの持寄り基金      7億６,３３５万円余 

   旧上田市  ２億 ９０１万円余 

   旧真田町    ７,８９５万円余 

   旧武石村  ２億 ６８８万円余 

   旧丸子町  ２億６,８４９万円余 

＊旧町村では、公共施設建設等に活用していますが、旧 

上田市は、１円も使っていません。「旧上田市の公共施設 

は全市的な施設のため・・・」といった答弁をされています 

が、合併特例債を活用して様々な施設整備がされました。 

 

相
談
事
は
、
お
気
軽

に
ご
連
絡
下
さ
い 

 

10/28 国保改善運動交流集会(松本市)に参加 

  今年も長野県社会保障推進協議会・国保部会による

集会が行われました。この集会時には毎年、長野県保

険医協会による全県の「市町村国保アンケート結果」を

頂くことができて、大変助かります。私は今年３月議会

でも国保について質問していますが、今回２点分かった

ことを報告します。 

① 上田市の昨年度の短期保険証の発行は、１か月から

６か月まで１,２７８件だったが、今年度は６か月のみで

９７０件となった。まだ県内で一番多い状況ですが、担

当部署の努力を評価し、引き続き改善を求めます。 

② 子どもの均等割り額の軽減について求めていますが、

県の基準統一に向けて、市独自は難しいという答弁で

す。講師に質問したところ、「厚労省も『地方独自の取

り組みは阻害すべきでない。』としている。」とのことで、

引き続き提案したいと思います。 

 

名前も形もユニークなホ

トトギスです。宿根草で

すが、毎年咲くように草

取りに精を出しました。

（10/31） 

 

愛
知
県
社
会
保
障
推

進
協
議
会
副
議
長
の
澤

田
さ
ん
が
、
名
古
屋
市

の
国
保
税
引
き
下
げ
の

実
践
例
に
つ
い
て
、
話

さ
れ
ま
し
た
。 
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前号からの活動報告 

10／14  菅平高原冬山開き 

10／15  山本宣治記念碑碑前祭、記念講演会    

10／16  議会報告会動画収録    

10／19・20 議員定数研究委員会行政視察（栃木市・白河市） 

10／21 上田市平和祈念事業【DVD、被ばく体験伝承講話】 

10／23  上田駅前宣伝 

10／24  環境・エネルギー議員連盟視察【所沢市】 

10／25  生存権裁判傍聴（群馬県前橋地方裁判所） 

      上小・東御生活と健康を守る会事務局会議  

10／2６  市民建設委員会協議会    生活相談 

10／28  国民健康保険改善運動交流集会(松本市) 

10／30  上田市東御市真田共有財産組合議会 

10／31  議員定数研究委員会   鎌倉市議会歓迎交流会 

これからの予定（11／１現在）  

11／１   竹室神社本殿の市文化財指定に関わる説明会 

11／3    ９条の会スタンディング 

11／6   上田駅前宣伝 

11／8   党全県議員会議(松本市) 

11／9   上田市議会テーマ別車座集会(市役所)      

11／13  上小・東御生活と健康を守る会理事会 

11／14  真田中生を語る会 

我
が
家
の
庭
だ
よ
り 

 

去
年
の
１１
月
号
の
こ
の
欄
に
は
「 

す
っ
か
り
寒
く
な
り
、
今

畑
に
あ
る
の
は
、
霜
が
降
り
て
も
負
け
な
い
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜
、

ス
テ
ィ
ッ
ク
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
大
根
な
ど
で
す
。
人
参
は
ぼ
つ
ぼ
つ

収
穫
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
書
い
て
い
ま
し
た
。
ほ

ぼ
同
じ
物
が
畑
に
あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
ま
だ
ピ
ー
マ
ン
類
が

青
々
し
て
い
て
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
あ
り
ま
す
。
大
き
く
は
な
り

ま
せ
ん
が
、
ま
だ
少
し
食
べ
ら
れ
ま
す
。
白
菜
は
し
っ
か
り
巻
い
て

い
る
物
も
あ
り
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
よ
う
や
く
で
き
て
き
ま
し
た
。

人
参
は
少
し
ず
つ
収
穫
し
て
い
ま
す
。
１０
月
中
旬
に
は
、
長
男

が
熱
心
に
栽
培
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫
し
ま
し
た
。
１
歳
の
孫

も
大
事
そ
う
に
芋
を
持
っ
て
い
ま
す
。
泥
ん
こ
で
も
楽
し
そ
う
で

し
た
。 

 

１０
月
下
旬
は
、
玉
ね
ぎ
の 

苗
を
植
え
る
頃
で
す
。
玉
ね 

ぎ
は
息
子
た
ち
の
家
で
も
、
た 

く
さ
ん
使
う
の
で
、
今
年
は
去 

年
の
倍
ぐ
ら
い
植
え
ま
し
た
。 

１０
月
21
日
の
JA
祭
り
に
は 

大
勢
の
方
が
並
ん
で
苗
を
買
っ
て 

い
ま
し
た
。
中
１
の
孫
も
手
伝
い 

に
き
て
く
れ
て
、
早
く
終
わ
り 

ま
し
た
。 

大
き
く
育
っ
た
里
芋
も
そ
ろ 

そ
ろ
収
穫
の
時
期
で
し
ょ
う
か
。 

８
本
も
あ
り
、
力
仕
事
で
す
の 

で
、
皆
で
や
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

花
豆
も
ぼ
つ
ぼ
つ
枯
れ
て
き
た
の
で
、
今
年
は
ど
の
位
収
穫
で

き
る
か
楽
し
み
で
す
。 

 

今
年
も
野
沢
菜
ま
つ
り
が
、
１１
月
２５
・
２６
日
、
い
つ
も
の
竹

室
の
圃
場
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
案
内
は
が
き
も
発
送
し

ま
す
が
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
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１０
月
１０
、
１１
日
上
田
市

東
御
市
真
田
共
有
財
産

組
合
議
会
の
視
察
。
東
御

市
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
、

流
山
市
の
中
学
校
、
木
材

加
工
工
場
等
４
か
所
。
写

真
は
木
更
津
工
場
の
東

信
の
カ
ラ
マ
ツ
の
前
で
す
。 

１０
月
１４
日
、
今
年
は
早

く
も
菅
平
高
原
の
冬
山

開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ア
イ
ス
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
を
導

入
し
て
、
早
く
営
業
を
始

め
ら
れ
る
予
定
で
す
。 

１０
月
１５
日
、
別
所
温

泉
に
あ
る
山
本
宣
治

記
念
碑
の
碑
前
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
京
都

山
宣
会
か
ら
も
参
加

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

１０
月
25
日
、
前
橋
地
裁
で

行
わ
れ
た
、
生
活
保
護
基
準

引
き
下
げ
違
憲
処
分
取
り

消
し
等
請
求
事
件
の
裁
判

を
、
金
井
県
生
健
会
会
長

と
、
小
林
長
野
生
健
会
理
事

と
傍
聴
し
ま
し
た
。
大
勢
参

加
し
て
い
ま
し
た
。 

１０
月
24
日
、
上
田
市
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
議
員
連

盟
で
、
埼
玉
県
所
沢
市
へ 

視
察
に
行
き
ま
し
た
。
市

が
５１

％
出
資
し
て
、
地

域
新
電
力
会
社
が
設
立

さ
れ
て
い
ま
す
。 

１０
月
８
日
、
真
田
の
郷

防
災
講
演
会
。
宇
津
木

博
士
の
真
田
地
域
の
わ

か
り
や
す
い
分
布
図
で

す
。 

9
月
16

日
の
豪
雨
災
害

で
、
赤
井
地
区
の
リ
ン
ゴ
畑

も
大
き
く
崩
れ
ま
し
た
。

国
の
補
助
事
業
査
定
の
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す 

 

 

 


